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令和元年度第１回中央区清掃・リサイクル推進協議会 議事録 

 

開催日時 

場所 

令和２年１月３０日（木） 午後１時３０分 

中央清掃事務所３階 会議室 

出

席

者

の

氏

名 

委 

員 

（出席委員）朝倉委員、小野田委員、宮森委員、守本委員、川名委員、 

立岩委員、村田委員、境委員、佐々木委員 

（区側委員）浅沼委員(企画部長)、望月委員(環境土木部長) 

（欠席委員）大長委員、中野委員、矢吹委員 

事
務
局 

（環境政策課）  三留課長 

（環境推進課）  石田課長、長森係長 

（中央清掃事務所）石井所長、相崎係長、有原係長、 

藤原係長、倉持主事、榎戸主事 

配布資料 

 

（配布資料） 

 資料１ 平成３０年度ごみ量及び資源回収量について 

 資料２ 中央区一般廃棄物処理基本計画２０１６の進捗状況について 

 資料３ ごみ排出実態調査の実施状況について 

（参考資料） 

・令和元年度中央区清掃・リサイクル推進協議会委員名簿 

・中央区清掃・リサイクル推進協議会設置要綱 

・中央区一般廃棄物処理基本計画２０１６［概要版］（平成２８年３月発行） 

・「ごみ」と「資源」の分け方・出し方（平成３０年２月発行） 

・清掃・リサイクルハンドブック（平成３１年３月発行） 

議事の 

概要 

 

１ 開  会 

２ 委員紹介 

３ 議  題 

（１）平成３０年度ごみ量及び資源回収量について 

（２）中央区一般廃棄物処理基本計画２０１６の進捗状況について 

（３）ごみ排出実態調査の実施状況について 

（４）その他報告事項 

４ 閉  会 

議事の 

経過 
別紙のとおり 
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協議会の経過 

 

１ 開会 

事務局（中央清掃事務所 藤原清掃事業係長）より、開会のあいさつを行った。 

・委員の紹介 

・事務局紹介 

・資料の確認 

・座長選出・座長代理指名 

座長：朝倉暁生  座長代理：小野田弘士 

 

２ 座長及び座長代理挨拶 

 

３ 議題 

（１）平成３０年度ごみ量及び資源回収量について 

○委員 

粗大ごみが量で７３トン、率で５.１％増加しているが、要因は何か。 

●区 

   人口も増えており、転出・入の増加が原因ではないかと考えられる。 

○委員 

ペットボトルの店頭回収を廃止した理由は何か。 

●区 

東京都の東京ルールⅢに基づき、店頭での行政回収を行っていたが、集積所での収集が浸

透したことから２３区全体で廃止することになった。 

○委員 

平成２６年度の排出実態調査に基づき燃やすごみの比率が、家庭系が４６％、事業系が

５４％となっているが、現在は人口増もあり、その比率は変化していると思うが、昨年度も

この比率を用いたのか。 

●区 

今年度、排出実態調査を行っているが、集計結果が出ていないため、前回のデータを用い

た。具体的な数字は出ていないが、家庭系の比率が増加している。今後、委員の方々には調

査結果報告書として配布したい。 

○委員 
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１人当たりのごみ収集量については、２３区の１人当たりのごみ収集量が出ていない。資

料として出せないのか。 

●区 

  ２３区のごみ量については、東京２３区清掃一部事務組合が集計しているが、家庭系・

事業系の比率は、各区で異なっており、資料として出すことができない。 

○委員 

本区が、他区と比較してどのような状況であるか、区民に分かりやすいデータを出してほ

しい。 

●区 

了解した。 

○委員 

   ２３区で燃やさないごみ収集量が９.８％減と大幅な減となっているが、何か要因がある

のか。 

●区 

２３区において、燃やさないごみの資源化を実施している区が増加していることが要因と

考えている。本区でも資源化の方向で検討を行っている。 

○委員 

２３区のごみ量に他府県から受け入れた災害廃棄物は含まれているのか。 

●区 

含まれていない。 

○委員 

ペットボトルの残渣については、前回から問題となっているが、今回も２２％程残渣があ

る。ペットボトルは分別もしやすく、住民の分別も良いはずだか、疑問である。 

●区 

現場視察を行ったが、缶が混入していたり、液体が残った容器、キャップ・ラベルが付い

たままのものも多く、また、ペットボトルは袋に入れて出すことになっており、その中に汚

れた容器が混じっていると袋の中のものに汚れが移り、中のものすべてが不適物になるなど、

重量で量った場合この程度になってしまう。 

○委員 

了解はしたが、今後も啓発をしっかりやってもらいたい。 

●区 

了解した。 
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（２）中央区一般廃棄物処理基本計画２０１６の進捗状況について 

○委員 

エコ・オフィス町内会について前回までの資料にはなかったが、今回掲載されたとい

うことは、古紙の市況が悪化しているため、回収業者への補助等を考えているのか。区は

この事業にどの程度関与しているのか。 

 ●区 

エコ・オフィス町内会については、環境ＮＰＯが運営しており、区としては、広報誌

やホームページでの周知・案内という形で支援を行っている。事業発足当初は、回収容器

を区が購入し、貸与していたが現在は行っていない。 

今回は、計画の進捗状況を表す数値として掲載した。 

○委員 

フードロスについて、区としての考えを聞きたい。 

 ●区 

昨年５月開催のエコまつりにおいて実施した。 

○委員 

子供食堂の活用は考えていないのか 

●区 

来年度については、まずは通年で利用できる常設でのフードドライブ窓口の開設を検

討している。受付場所や寄贈先について実施状況などを踏まえて見直し・検討を行ってい

きたい。 

○委員 

環境学習については、幼稚園・保育園に比べ小学校の実施回数が少ない。親も来校し

ている学校公開など利用できないか。 

 ●区 

環境学習については、清掃作業員などが出張して出前授業的に実施しているが、小学 

校はカリキュラムが多く、実施校が増えていない。教育委員会と連携しながら、実施の機

会を増やしていきたいと思っている。 

また、今年度から私立保育園も対象に加え、事業の充実を図っている。 

○座長 

    今いただいた御意見について、今後の計画に役立てていくように。 

●区 
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了解した。 

 

（３）ごみ排出実態調査の実施状況について 

○委員 

自分が居住している集合住宅も調査対象となったが、調査実施の掲示によりごみ出し

のマナーが向上した。抜き打ちで不定期にやってもらえるとありがたい。 

 ○座長 

調査に協力してくれた町会やマンションなどに協力した成果をフィードバックできな 

いか検討してもらいたい。そうした繰り返しが、区の調査等に区民の積極的な協力に繋が

り、好循環をもたらす。 

●区 

了解した。検討する。 

 

（４）その他 

○委員 

本年７月には東京オリンピック・パラリンピック２０２０大会が開催され、多くの国

から人が集まり、晴海の選手村のごみの量も増える。また、区の人口は今後も増加し、

２０万人を超えることが予想されており、ごみ減量は大きな課題だ。ごみの減量目標を明

確にし、区民のごみ減量意識をどう高めていくかが大切だ。 

○座長 

    ２点確認したい。 

まず、東京オリンピック・パラリンピック２０２０大会の開催に関し、区ではどのよ

うな対応を考えているのか。 

次に、新しい委員もいるので中央区一般廃棄物処理基本計画の改定について目標や概

要について簡単に説明してもらいたい。 

 ●区 

まず、東京オリンピック・パラリンピック２０２０大会への対応については、大会期

間中、中央清掃工場は停止を予定しており、また、その際のごみ増加に対しても区民生活

に影響を与えないようなごみの収集・運搬態勢を考えている。 

 次に、中央区一般廃棄物処理基本計画については、国や都、他区の状況・新しい施策等

を踏まえながら計画目標を考えていきたい。来年度は計画改定年となっており、区民に分

かりやすく、施策等内容的にも充実した内容のものとしたい。 
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○座長 

東京オリンピック・パラリンピック２０２０大会でのごみ処理に関しては、検証も必

要かと思う。課題が出て、それにどう対応したかを引き継いでいけるようにしたほうがよ

い。 

●区 

    了解した。 

    補足になるが、選手村については、組織委員会が責任を持って行うということで、区と

しても廃棄物処理等に関し改めて依頼する。 

○委員 

説明が細かすぎる。要点のみ説明すればよいのではないか。 

●区 

了解した。説明方法について検討する。 

○委員 

災害ごみに対する区の対応について聞きたい。災害時のごみの出し方等指針があれば 

区民も動きやすいのでは。 

 ●区 

災害発生時の区の対応は地域防災計画に定められており、現在、来年度の改定に向け、

作業を行っているところである。これは基本的な計画であり、その改定を受けて災害ごみ

へのより具体的な検討を行っていきたいと思っている。 

○委員 

今夏の台風被害に対する清掃事務所の対応は。 

●区 

区内では、大きな被害はなかったが、被災地への応援を行った。 

派遣先は、千葉県南房総市・栃木県佐野市・茨城県大子町である。 

応援要請に基づき２３区が順番に派遣し、収集・運搬の手が足りていないということ

だったので、数日単位で作業車と職員数名をセットで派遣して災害ごみの収集・運搬を行

った。 

○座長 

その経験を中央区での発災時にも活かせるよう考えてもらいたい。 

●区 

了解した。 
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○委員 

    中国が廃棄物の輸入を段階的に規制することとなり、古紙の輸出が滞っている。日本は

消費財の輸入が輸出より多いため、梱包材である段ボールは流入超過となっており、国内

に滞留している。状況の改善は今後も見通せない。 

    古紙・古布などの資源回収を行政回収から町会・自治会などによる集団回収に切り替え

た自治体においては、市況の悪化から回収事業者が撤退し、回収が滞っている自治体もあ

る。こうした状況について理解願いたい。 

○座長 

次年度は一般廃棄物処理基本計画の改定があるので、皆様の協力をお願いしたい。 

 

４ 閉会 

事務局（中央清掃事務所 藤原清掃事業係長）より来年度の中央区清掃・リサイクル推進

協議会の開催予定を報告した。 

午後１５時１０分閉会 


